
突然の事故や、脳梗塞などの後遺症の１つである高次脳機能障害
高次脳機能障害を受障された社員の方が復職する際に

等のお悩みや不安がありましたら、

鳥取障害者職業センター（TEL：0857‐22‐0260）までご相談ください。

会社はどんな
準備をすれば良い？

高次脳機能障害って
どういう障害？



昔のことが思い出せな

かったり、日々のできご

とや新しい情報、予定な

どを覚えることが難しく

なります。

■ 記憶障害

物事の細部に注意を払う

ことや、集中力を長時間

維持すること、複数の対

象に同時に注意を向ける

ことなどが苦手になりま

す。

■ 注意障害

左右どちらかの空間（多

くは左）への注意力が弱

くなる症状です。左側の

物にぶつかる、左側に置

いた物を忘れるといった

ことがあります。

■ 半側空間無視

１．高次脳機能障害とは

高次脳機能障害は、病気や事故などのために脳の
一部が損傷されることにより生じる認知機能の障害
です。高次脳機能障害の原因として、交通事故や、
脳卒中、脳炎、脳腫瘍などの病気があります。

２．高次脳機能障害の特性

脳の損傷部位の違いにより、症状や重症度は一人ひとり異なります。症状としては、例えば以
下のようなものがあり、一人において、複数の症状が重複する場合があります。

会話と読み書きにおいて、

相手の言葉を理解するこ

と、自分の意思を言語で

表現することなどに不自

由が生じる言語の障害で

す。

■ 失語

自分で計画を立てて職務

を行うことが難しかった

り、臨機応変な判断が必

要な状況で要領よく対応

できなかったりします。

■ 遂行機能障害

些細なことで怒る、自己

中心的（に見える）行動

をするなど、言動や感情

を状況にあわせてコント

ロールすることが難しい

ことがあります。

■ 社会的行動障害



３．復職までの流れ

４．事業主の主な役割

• 復職にあたっての職務内容や配置、労働条件などを検討するためには、個別の
障害特性や必要な配慮事項を確認する作業が不可欠です。

①対象者の障害特性と就労上配慮が必要なことを確認する

• 対象者の障害特性や職務経験・スキル、対象者の希望、そして事業所が提供で
きる職務などから総合的に判断することになります。

②職務や配置、労働条件を検討する

• 対象者が復職する前に、復職を想定している部署へ対象者の障害特性や配慮
が必要なことを説明する必要があります。

③復職部署に障害特性や必要な配慮を説明する

対象者

事業所

③課題への対処策

（補完手段）の習

得を図る①障害特性を整理

し、職業生活上の

課題について理解

を深める
④復職後の職務に

必要な作業遂行力

の向上を図る②生活リズムを整

える、健康を管理

する、通勤の練習

をするなど
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⑤職場に依頼する

配慮事項を整理す

る

情報交換

②職務や配置、労

働条件を検討する
①対象者の障害特

性と就労上配慮が

必要なことを確認

する

③´復職部署に障

害特性や必要な配

慮を説明する③復職を想定して

いる部署に障害特

性や必要な配慮を

説明する



５．職務や配置を検討するための視点

視点２ 復職に向けて配置の検討や職務を再設計する際には、一人ひとりの特性に合わせて、

以下のようなモデルを参考に検討すると良いでしょう。

特 化 モ デ ル

切 り 出 し ・ 再 構 成 モ デ ル

積 み 上 げ モ デ ル

① すでにある仕事から定型反復作業などを

切り分ける。

② 切り分けた作業を組み合わせ、スケジュー

ル化し、事業所で一人分の仕事として再構

成する。

① 復職時点では、既存の職務の中から作業

を切り出し、再構成された限定的な職務を

担当職務とする。

② 目標とする職務に向け、一定の時間をか

けて、次第に職務の内容や責任の幅を広

げる。

① 対象者の強みを生かす既存の職務や再

構成された新たな職務を選び出す。

② 職務の一部に不得手な作業などがあった

時には、担当の見直しや支援の対象とす

ることで、対象者が得意とする分野に専

念・特化できるようにする。

高次脳機能障害の職場復帰に際して気をつけるべきことや必要な配慮事項、
実際の職場復帰事例などについては、別冊の

「事業主のための職場復帰に関する参考資料集

～休職中の高次脳機能障害者の復職に向けて～」
に詳細に記載しています。ぜひご活用ください。

【障害者職業総合センター職業センター 実践報告書№40】

視点１ 高次脳機能障害の主な症状から、次の要素が職務内容を検討するポイントとなります。

障害特性が多様で、一人ひとり異なるため、一概に高次脳機能障害者に向いているという
特定の仕事はありません。対象者の障害特性を確認のうえ、職務経験、希望、事業所が
提供できる職務などから総合的に判断します。

作業方法が

定型的
対象者を

サポート
できる人的体制

作業方法が

覚えやすい


